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 警察庁（2020）によると、わが国の令和元年の自殺者数は 20,169 人で、平成 22 年以降 10
年連続の減少となり、昭和 53 年から始めた自殺統計で過去最少となっているが、世界の先進
国と比較すると、日本の自殺死亡率は今なお男女とも高い水準が続いている（厚生労働省, 
2019）。男女別にみると、自殺者数では男性は女性の約 2.3 倍、自殺死亡率でも男性（人口 10
万人当たり 22.9）は女性（同 9.4）の約 2.4 倍と、男性の方が２倍以上多くなっている。年齢
階級別の自殺者数では、平成 30 年と比較して 20 歳代以上の各年齢階級で減少し、30 歳代は























後、平成 20 年 10 月の一部改正を経て平成 24 年８月に全体的な見直しが行われ、さらに平

























査」によると、児童生徒の自殺者数は 2018 年には 332 人、2019 年には 317 人と、2 年連

















































































































Ⅱ. 対象と方法  
1. 調査対象者と調査時期  









追加で実施した。その結果、総計 154 名（質問紙 99 名、Web アンケート 55 名）から回答
が得られ、いずれの項目に対しても回答に欠損がみられなかった 142 名（質問紙 89 名、



















































するために、Microsoft 社の Excel の統計ソフト HAD ver.17 を使用し、グラフを作成した。 
 
Ⅲ. 結果 
1. 対象者の基本属性（Table 1） 
１）性別 
性別は、「男性」45 名(31.7％)、「女性」97 名（68.3％）であった。 
２）年齢 
年齢は、「19 歳」45 名(31.7％)、「20 歳」44 名(31.0％)、「21 歳」36 名(25.4％)、「22 歳」
17 名(12.0％)であり、平均年齢は 20.18 歳（SD=1.013）であった。 
３）学年 


































Table 2 １項目(#4)を除いた探索的因子分析の結果 
オリジナル自殺観項目 負荷量 
2. 誰かに否定されると死んでしまいたい .822 
7. 物事がうまくいかないと死んでしまいたい .805 
3. 誰も自分のことを理解してくれないと感じる .744 
5. ひとりぼっちだと感じることがある .630 
6. 自殺をすることは仕方がない .429 
1. 自殺をする人は勇気がある .305 
因子抽出法: 最尤法(プロマックス回転)  
ｎ ％
性別 男性 45 31.7
女性 97 68.3




学年 2年生 77 54.2
3年生 17 12
4年生 48 33.8






















項 目 が 削 除 さ
れ た 場 合 の 尺
度の平均値 
項 目 が 削 除 さ
れ た 場 合 の 尺
度の分散 
修 正 済 み 項 目
合計相関 
項目が削除さ
れ た 場 合 の 
Cronbach の
アルファ 
1 自殺をする人は勇気がある 13.75 16.102 .333 .743 
2 誰かに否定されると死んで
しまいたい 
14.66 14.583 .614 .678 
3 誰も自分のことを理解して
くれないと感じる 
14.53 14.622 .620 .677 
4 自殺をする人は弱いと思う 13.41 18.658 .069 .792 
5 ひとりぼっちだと感じるこ
とがある 
14.18 14.761 .548 .692 
6 自殺をすることは仕方がな
い 
14.29 15.551 .454 .714 
7 物事がうまくいかないと死
んでしまいたい 






























1.284 0.259 -1.38 139 0.170
2.誰かに否定される
と死んでしまいたい




1.299 0.256 -1.713 140 0.089
4.自殺をする人は弱
いと思う
0.099 0.754 -0.233 140 0.816
5.ひとりぼっちだと
感じることがある
0.143 0.706 -0.184 140 0.854
6.自殺をすることは
仕方がない




2.203 0.14 -2.336 140 0.021
Table4　性別とオリジナル質問項目の平均得点の差
性別 度数 平均値 標準偏差
男性 45 1.6 0.72
女性 97 2.08 1.067
男性 45 1.62 0.886





















への親和」(r=.342, p<.001)、「抑うつ気分」(r=.302, p<.001)、「意欲低下」(r=.265, p<.01)
 心身の不調 抑うつ気分 自殺への親和 意欲低下 孤独希求
0.141 .169* .255** 0.058 -0.071
.447*** .552*** .534*** .346*** .199*
.452*** .520*** .564*** .365*** .285**
.170* 0.048 0.137 -0.015 0.12
.285** .413*** .439*** .325*** .199*
.368*** .302*** .342*** .265** 0.075
.560*** .479*** .549*** .321*** .177*
Pearson の相関係数を使用した。*p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001






























まいたい」で有意な差がみられた。その結果を表(Table 7)とグラフ (Figure 1～7)に示す。





F 値 有意確率 t 値 自由度 有意確率 (両側)
1.自殺をする人は勇
気があると思う








0.073 0.787 -7.277 140 0.001未満
4.自殺をする人は弱
いと思う
0.759 0.385 -1.9 140 0.059
5.ひとりぼっちだと
感じることがある
0.362 0.548 -5.064 140 0.001未満
6.自殺をすることは
仕方がない















                 
 
 





























































































































































心身の不調 抑うつ気分 自殺への親和 意欲低下 孤独希求
死後の世界観 -.01 .08 -.02 .00 -.03
死への恐怖・不安 -.213* .183* -.12 .03 -.08
解放としての死 .300** .180* .386** .08 .194*
死からの回避 -.167* .11 -.15 -.04 -.09
人生における目的意識 -.550** -.449** -.384** -.344** -.233**
死への関心 .198* .201* .432** .00 -.04
寿命観 .05 .00 .09 -.06 -.03
Table8　臨老式死生観尺度の下位項目と自殺親和状態尺度の相関分析結果
Pearson の相関係数を使用した。* ｐ＜0.05，** ｐ＜0.01
心身の不調 抑うつ気分 自殺への親和 意欲低下 孤独希求
２次元レジリエンス
要因尺度の全体得点



















（r=-.559, p<.001）、「3. 誰も自分のことを理解してくれないと感じる」（r=-.512, p<.001）、
「2. 誰かに否定されると死んでしまいたい」（r=-.472, p<.001）との間でそれぞれ負の相関
がみられ、「5. ひとりぼっちだと感じることがある」（r=-.344, p<.001）、「6. 自殺をするこ
とは仕方がない」（r=-.295, p<.001）との間で弱い負の相関が認められた。一方、「獲得的レ
心身の不調 抑うつ気分自殺への親和 意欲低下 孤独希求
資質的
レジリエンス
-.427** -.459** -.332** -.400** -.276**
獲得的
レジリエンス
































-0.085 -.472** -.512** 0.128 -.344** -.295** -.559**
獲得的
レジリエンス





ジリエンス」と「3. 誰も自分のことを理解してくれないと感じる」（r=-.367, p<.001）、「7. 
物事がうまくいかないと死んでしまいたい」（r=-.347, p<.001）、「2. 誰かに否定されると死













（r=.309, p<.001）、「5. ひとりぼっちだと感じることがある」（r=.272, p<.001）、「7. 物事
がうまくいかないと死んでしまいたい」（r=.261, p<.01）との間にそれぞれ弱い正の相関が
認められた。また、「人生における目的意識」と「2. 誰かに否定されると死んでしまいたい」
（r=-.466, p<.001）、「3. 誰も自分のことを理解してくれないと感じる」（r=-.441, p<.001）、














0.075 -0.098 .309** -0.061 -.441** 0.101 0.104
4.自殺をする人は
弱いと思う




0.106 0.067 .272** 0.007 -.335** 0.095 0.121
6.自殺をすること
は仕方がない




0.035 -0.072 .261** -0.071 -.484** 0.141 0.057





関が認められた。さらに、「4. 自殺をする人は弱いと思う」（r=-.235, p<.01）、「5. ひとりぼ
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